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「

一

一
〇

番

映

像

シ

ス

テ

ム

」

と
は
音

声
だ

け

で
は
把
握
が

難

し

い
事

件

ｏ
事
故
等

の
現
場

の
状

況
を

ス

マ
ー

ト

フ

オ
ン
又
は

タ
ブ

レ

ツ
ト
端

末

に
よ

り
敬言
察

に
通
報
す

る

こ
と
が

で
き

る

シ

ス
テ
ム

で
す

。
岡
山

県
敬一一一一一は
昨
年

‐０
月

以
降
、

試

験

運

用
を

経

て
始
ま

り
ま

し

た
が

、

リ
ア

ル
タ

イ

ム
で
動

画
を

送
信

し
て

い
た
だ

い
た
お
陰

で
、

救

助

活
動

に
役
立

っ
た
事

例
も
あ

り
ま
す

。
〈フ
後

も
皆

さ
ま

の
ご

協

力
、

よ

ろ

し
く

お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
好
事
例
◎

「
用
水

路

に
車
が

落

ち

て

い
る

」

と

い

う

通

郭

を

し

た

方

に

動

画

を

依

頼

し

た

．

水

位

や

乗

っ
て

い

た

高

齢

の
男

性

が

閉

じ

込

め

ら

れ

た

状

況
が

わ

か

り

、

救

助

活

動

に

役

立

っ
た

．
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犯罪被害者週間弘

事
件
や
事
故

の
被
害
に
遭

っ
た
被
害
者
や
そ

の
ご
家
族

は
、
突
然
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
と
い
う
立
場
に
置
か
れ
、

い
，一＞崚
員
安”、パ′」くば日
っ駅
↓
邸
↓激
豪
夕６
一ゝ〔沢
）々
中い
一、の
バ
ッ↓改
●
″″
っ、
、

犯
罪

被
害
に
遭
う
と
、
犯
罪
そ
の
も
の
に
よ
る
体
や
心
の
傷
つ
き

だ
け
で
な
く
、
生
活
し
て
い
く
中
で
様
叔
な
困
難
に
直
面
し

ま
す
。
被
害
者
等
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、
平
穏

な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
支
え
ま

し
よ
う
。
犯
罪
被
害
者
の
ん
は
ョ
′

‐＞べ
で

出
部
が
我
、

電
話
や
面
接
に
よ
る
相
談
、

敬言
察

・
検
察
庁

・
裁
判
所
へ
の
付
添
支

援
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
民
間
の

被
害
者
支
援
団
体
も
あ
り
ま
す
の
で
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

☆

「
犯
罪
被
害
者
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
ご
案
内
☆

【
日
時
】
「
月
２６
日

（
日
）
午
後
「
時
３。
分
～
午
後
４
時

【
場
所
】
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び

※
参
加
無
料

【
講
演
】
　

性
障
害
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

福
丼
裕
輝

第
３。
回
定
期
演
事
会
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一
●
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【
日
時
】
〈「
和
６
年
２
月
３
日

【
場
所
】
シ
ン
フ
オ
ニ
ー
ホ
ー
ル
　
ト

今
年
も
岡
山
県
警
察
音
楽
隊
に
よ

る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
、
入
場
の
申
し
込
み
は
往

復
は
が
き
に
よ
り
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
お
り
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り

ま
す
。※

詳
し
い
申
込
み
方
法
は
岡
山
県
薇言
音
楽
隊
の

ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
や
敬言
察
署
、
交
番
へ
ご
確
認

く
だ
さ
い

運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
満
了
日
の

年
齢
が
７０
歳
以
上
に
な
る
万
は
、
更
新

手
続
の
前
に
高
齢
者
講
習
の
受
講
が
必

要
で
す
。

７５
歳
以
上
に
な
る
方
は
、
高

齢
者
講
習
に
加
え
、
認
知
機
能
検
査

の

受
検
が
必
要
に
な
り
ま
す
Ｇ

さ
ら
に
、

７５
歳
以
上
に
な
る
方
で
免

許
更
新
時
の
誕
生
日
の
１
６
０
日
前
を

起
点
と
し
て
過
去
３
年
間
に

一
定
の
交

通
違
反
歴
が
あ
る
方
は
、
認
知
機
能
検

査
の
前
に
運
転
技
能
検
査
を
受
検
し
合

格
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
事
前
に
予
約
が
ら
要
で

す
。
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
か
ら
通
知
が

届
い
た
ら
、
早
め
に
、
希
望
す
る
自
動

車
教
習
所
等
に
電
話
等
で
予
約
を
行

っ

て
く
だ
さ
しヽ

もσ
゛

fち
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鯰群
詩露
欝
絆鱗
群
け

三
幡
管
内
で
は
、
九
月
末
頃
か
ら

十
月
上
旬
に
か
け
て
、
車
上
ね
ら
い

が
２
件
、
忍
び
込
み
が
１
件
発
生
し

て
い
ま
す
。

車
を
離
れ
る
時
は
、
確
実
に
鍵
か

け
と
、
車
内
に
財
布
な
ど
貴
重
品
を

置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
就
寝
前
に
も
自
宅
の
戸
締
ま

り
を
確
実
に
し
て
、
貴
重
品
を
鍵
の

掛
か
る
引
き
出
し
に
入
る
よ
う
に
し

ま
し
よ
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
で
き
る

こ
と
か
ら
確
実
に
し
ま
し
よ
う
。


